
 

 

 

 

                                 令 和 元 年 ６ 月 １ ９ 日   

                                 海 上 保 安 庁   

 

 

「海ごみゼロウィーク」における海上保安庁の取組について 
～海洋プラスチックごみ対策の推進～ 

 
 

 

 

 

 

 

 

１．令和元年度「海洋環境保全推進月間」について 

（１）海洋汚染の現状を踏まえた重点指導・啓発活動 

 

 
 

※１「海ごみゼロウィーク」一斉清掃とは 

 
 
 
 

 

※２「海洋環境保全推進月間」とは 

海上保安庁では、５月３０日から６月３０日までの期間を「海洋環境保全推進月間」と定め、「未来に残そう青い海」

をスローガンに、海事・漁業関係者、若年層を含む一般市民等に対し、海洋環境保全指導・啓発活動を重点的に実施して

います。 

 

主な活動事例 

【自治体等と連携した活動】 

  自治体を含む行政機関、各種法人、ボランティア団体、マリンレジャー団体等と連携し、海浜清

掃活動等を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

近年、海洋プラスチックごみによる汚染が地球的規模の課題となっています。このよ

うな状況を踏まえ、政府では、令和元年５月、「海洋プラスチックごみ対策アクションプ

ラン」を策定し、新たな汚染を生み出さない世界の実現を目指した具体的な取組を、幅

広い関係者の協力を得つつ、関係府省が連携して推進していくこととしています。 

 このアクションプランに基づき、海上保安庁は、公益財団法人 日本財団の「CHANGE FOR 

THE BLUE」の取組と連携し、「海ごみゼロウィーク」(※１）一斉清掃への積極的な協力・参

加等を行いました。 

 今般、この具体の取組として、また海洋環境保全推進月間(※２）の一環として、公益財

団法人 海上保安協会や自治体、学校など幅広い関係者のご協力をいただき、全国２２８

か所の海岸等で約３万人の方々と一緒に海浜清掃を実施しました。 

また、これにあわせて海洋環境保全啓発活動を実施することで、次世代を担う子供た

ちを中心とした多数の方々に、身近なごみが海洋汚染に結びつく現状を体感してもらう

等、海洋環境保全の意識高揚につなげるための活動を行いました。 
 

「まるごと沖縄クリーンビーチ２０１９」オープニングセレモニー（６月１日 沖縄県豊見城市） 

「Plastics Smart（プラスチック・スマート）」を推進する環境省及び「CHANGE FOR THE BLUE
（チェンジ・フォー・ザ・ブルー）」を推進する公益財団法人日本財団による海洋ごみ対策に
向けた共同事業の１つで、５月３０日（ごみゼロの日）から６月５日（環境の日）を経て６月
８日（世界海洋デー）前後までの期間を「海ごみゼロウィーク」として、海洋ごみ削減に向け
た全国一斉清掃活動を行い、その取組結果を世界へ発信していくものです。 



【関係機関と連携した活動】 

  地方整備局港湾事務所、県土木建築局港湾振興課、県港湾振興事務所、港湾合同庁舎入居官署等

の港湾関係機関、環境省地方環境事務所等の関係機関と連携し、海浜清掃活動を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【若年層と連携した活動】 

  ○ 海浜清掃活動 

    幼児、児童、生徒及び教職員とともに海浜清掃を行い、プラスチックごみ等を回収しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ○ 漂着ごみ分類調査 

    児童たちと海浜清掃を行い、回収したごみの分類調査を通して、漂着ごみの発生由来について

学びました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

こども園園児及び保育士と連携した活動 
（５月３０日 和歌山県串本市） 

小学生児童との漂着ごみ分類調査 
（６月１日 愛知県常滑市） 

環境省事務所と連携した活動 
（６月３日 新潟県新潟市） 

海洋高校、中学校及び小学校と連携した活動 
（５月３０日 京都府舞鶴市） 

港湾関係機関と連携した活動 
（５月３０日 広島県広島市） 

小学生児童との漂着ごみ分類調査 
（６月８日 熊本県宇城市） 



  ○ 海洋環境保全教室及び環境パネル展 

    園児、児童たちは、自分たちで海浜清掃を行うことにより身近な海岸の漂着ごみの状況を実

感するとともに、紙芝居（※３）、○×クイズ、写真等を通じて、ごみが海の生物に悪影響を及ぼ

すこと等を学びました。 

    また、海浜清掃会場において環境パネル展を行い、啓発活動を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境紙芝居を通じた海洋環境保全教室 
（６月６日 佐賀県唐津市） 

写真等を通じた海洋環境保全教室 
（６月４日 鹿児島県串木野市） 

海浜清掃会場における環境パネル展 
（６月１日 沖縄県豊見城市） 

○×クイズを通じた海洋環境保全教室 
（６月２日 神奈川県茅ヶ崎市） 

 子供たちに対する海洋環境保全啓発活動におい

て、わかりやすく海洋環境保全を訴えかける紙芝

居は、欠かせないアイテムとなっています。 

 全国各地の幼稚園、保育園、イベント等で上演

されている「うみがめマリンの大冒険」は、当庁

職員が平成１２年に作成したもので、長年、愛さ

れています。 

※３ 【紙芝居】海がめマリンの大冒険 

 



【海上保安庁単独での活動】 

  海上保安庁単独でも海浜清掃活動を実施し、海事・漁業関係者、マリンレジャー愛好者等の海

域利用者等の海洋環境保全の意識高揚に繋げました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

庁舎、船艇桟橋周辺清掃 
（５月３０日 広島県呉市） 

学校敷地周辺清掃 
（６月５日 福岡県北九州市） 

港内清掃 
（５月３１日 北海道函館市） 

海岸清掃 
（６月６日 宮城県宮城郡） 

マリンレジャー愛好者等に対する不法投棄防止の呼びかけ 


